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票数および回収率は表１の通りである １ 。 
表１：回収結果一覧
回収結果 回収票数 回収率 
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学校規模 一学校あたりの学級数 N 
過小規模校 6学級以下 47 
小規模校 7～11学級 40 
標準規模校 12～24学級 139 
大規模校 25学級～30学級 10 
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表２：小規模小学校における課題の因子分析結果
項目 1 2 3 4 5 h2 MD SD 
不審者の侵入時や災害等の緊急時に他の教員の支援を
受けにくく，児童の安全を確保しにくいと感じる。 
.794 .060 -.190 -.074 .070 .513 2.59 .80 
標準規模(12～24学級)校に比べ教員一人あたりの校務
分掌上の負担が大きくなると感じる。 
.589 -.181 -.099 .109 .100 .280 3.50 .62 
学級担任の配属など校内人事が難しいと感じる。 .562 -.001 -.042 .011 -.118 .353 2.83 .86 
修学旅行や自然教室など，学年行事の実施にあたって
教員の調整などがしにくいと感じる。 
.554 .034 .115 -.079 -.091 .377 2.60 .92 
指導に当たる教員が少ないため，クラブ活動等で児童
の多様な要望に応えることが難しいと感じる。 




.497 .049 .114 .027 -.035 .365 2.58 .85 
校務分掌，研修会や行事などで，教育効果を十分にあ
げ得る教員組織を編成することが難しいと感じる。  
.414 .144 .053 .238 -.114 .540 2.45 .85 
新任教員や経験が浅い教員の場合，個人の判断や裁量
に基づく教育や指導に陥る傾向があると感じる。 
-.043 .871 .053 -.122 .101 .596 2.59 .70 
教員が個人の判断や裁量に基づく指導に陥りやすいと
感じる。 
-.034 .824 -.063 .089 .082 .689 2.50 .71 
教員の協働による活動の機会が少なく，教育技術の向
上や改善が難しいと感じる。 
-.081 .613 .034 .058 -.151 .452 2.01 .72 
日常的な相談や児童についての情報交換ができる教員
が学校内にいないと感じる。 
.248 .383 .012 -.076 -.092 .301 1.82 .72 
合唱・合奏など，集団で取り組む学習などでは，グ
ループ編成がしにくいと感じる。 
-.124 -.007 .847 .020 -.137 .665 2.67 .71 
体育の授業では，チーム編成などが難しく，活動がし
にくいと感じる。 








.017 -.034 .082 .714 .039 .542 2.60 .73 
集団における個々の児童の役割や位置づけが固定化し
がちで，社会性が育ちにくいと感じる。 
-.015 -.019 -.005 .676 -.103 .452 2.80 .72 
児童がお互いに刺激しあって学習意欲を高め，学力を
向上させることが期待しにくいと感じる。 
.028 .004 .024 .575 .094 .359 2.46 .75 
管理職を含めて，全教員がすべての児童を知っている
ため，生徒指導面の共通理解がしやすいと感じる。 
.087 -.031 .126 -.037 .737 .556 3.59 .58 
担任の考えや個性を出せる学級経営がしやすいと感じ
る。 
-.085 .185 -.213 .157 .637 .432 2.89 .75 
教員がお互いに協力的で，教員全体の同僚性や協働性
が生まれやすいと感じる。 
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表３：大規模小学校における課題の因子分析結果
項目 1 2 3 h2 MD SD 
他学年の児童の性格や行動を把握することが難しいと感じる。 .799 -.171 -.031 .498 3.16 .73 
生徒指導では，共通理解に立った適切な指導や対応を欠くおそ
れがあると感じる。 
.713 -.001 .099 .602 2.53 .73 
学年間の教員相互間の連絡，連携が不十分になりがちだと感じ
る。 
.712 -.181 .123 .494 2.63 .79 
管理職と個々の教員との関わりが浅くなりがちで，相互の理解
が不十分となる傾向が強いと感じる。 
.562 .134 -.004 .413 2.55 .69 
運動場，体育館の共用や特別教室利用の競合等が生じ，日常の
教育活動に支障をきたしやすいと感じる。 
.535 -.011 -.142 .212 3.31 .70 
教育活動の質を高めるための教職員の協力体制や風土づくりが
難しいと感じる。 
.461 -.052 .317 .445 2.43 .64 
学級担任によって教科の指導内容や進度が異なることが多いと
感じる。 
.424 .098 .181 .378 2.62 .63 
教員がお互いに協力的で，教員全体の同僚性や協働性が生まれ
やすいと感じる。 








.172 .756 -.108 .639 2.17 .67 
児童の学級集団に対する所属感・連帯感が希薄になりがちであ
ると感じる。 
-.326 .657 .200 .418 1.81 .57 
学校全体で教育目標の共通理解が不十分になり，一貫性のある
教育活動を推進しにくいと感じる。 
.385 .467 -.018 .542 2.27 .71 
学級を超えた同学年および学校全体としての，児童同士の良好
な人間関係が生まれにくいと感じる。 
.408 .430 -.050 .494 2.39 .69 
日常的な相談や児童についての情報交換ができる教員が学校内
にいないと感じる。 
-.092 .409 .167 .222 1.89 .57 
教員が個人の判断や裁量に基づく指導に陥りやすいと感じる。 -.210 .088 .808 .563 2.24 .61 
新任教員や経験の浅い教員の場合には，個人の判断や裁量に基
づく教育，指導に陥る傾向が大きいと感じる。 
-.139 .057 .756 .509 2.10 .62 
校務分掌，研修会や行事などで，教育効果を十分にあげ得る教
員組織を編成することが難しいと感じる。 
.085 -.036 .576 .372 2.13 .60 
学校運営等の会議において，きめ細かい議論がしにくいため，
全体の共通理解を欠き，十分な成果をあげにくいと感じる。 
.183 .095 .504 .480 2.31 .64 
校長の経営方針や経営ビジョンの共通理解，および，その共有
が難しく，時間がかかると感じる。 
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
表５：小規模校における学校経営課題の認知
  SS df MS F p ηG2 
人的資源の不足に関する課題
学校規模 1.469 3 0.49 1.688 0.172 0.032 
誤差 44.092 152 0.29       
全体 45.561 155         
教員個業化に関する課題
学校規模 0.809 3 0.27 0.888 0.449 0.017 
誤差 47.635 157 0.303       
全体 48.444 160         
活動グループ編成に関する課題
学校規模 1.389 3 0.463 1.426 0.237 0.027 
誤差 50.992 157 0.325       
全体 52.381 160         
児童集団に関する課題
学校規模 1.952 3 0.651 1.877 0.136 0.034 
誤差 54.77 158 0.347       
全体 56.722 161         
小規模校に関するメリット
学校規模 2.45 3 0.817 3.094 0.029 0.055 
誤差 41.958 159 0.264       




  SS df MS F p ηG2 
教員間連携に関する課題
学校規模 1.315 3 0.438 2.63 0.053 0.058 
誤差 21.164 127 0.167       
全体 22.479 130         
児童集団に関する課題
学校規模 0.174 3 0.058 0.265 0.851 0.006 
誤差 27.612 126 0.219       
全体 27.786 129         
教員個業化に関する課題
学校規模 0.177 3 0.059 0.269 0.848 0.006 
誤差 27.684 126 0.22       






過小規模校 小規模校 標準規模 大規模校 
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3.39 3.27 3.21 2.83 
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集 団 に 関 す る 課 題 」 下 位 尺 度 得 点
（MD=2.61,SD=0.59）、「小規模校に関す
る メ リ ッ ト 」 下 位 尺 度 得 点
（MD=3.25,SD=0.52）。 
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